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1. 平成30年3月期第3四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第3四半期 60,022 44.5 3,538 41.7 3,528 43.8 2,293 46.9

29年3月期第3四半期 41,528 28.6 2,497 45.7 2,454 43.9 1,561 42.7

（注）包括利益 30年3月期第3四半期　　2,291百万円 （40.5％） 29年3月期第3四半期　　1,631百万円 （42.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第3四半期 60.10 56.54

29年3月期第3四半期 43.84 40.46

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第3四半期 27,981 7,698 27.5

29年3月期 23,144 5,735 24.2

（参考）自己資本 30年3月期第3四半期 7,698百万円 29年3月期 5,607百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

30年3月期 0.00 0.00 0.00

30年3月期（予想） ― ―

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 82,000 42.4 5,000 46.5 4,900 46.6 3,400 67.2 87.49

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期3Q 40,656,400 株 29年3月期 35,448,200 株

② 期末自己株式数 30年3月期3Q 82,933 株 29年3月期 126,900 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期3Q 38,167,217 株 29年3月期3Q 35,624,324 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想のご利用にあたっての注
意事項等については、添付書類P．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日～平成29年12月31日）におけるわが国経済は、企業業績や雇用環境

の改善などにより全体的には緩やかな回復基調で推移したものの、新興国など海外経済の不確実性に加え、アジアに

おける地政学的リスクの高まりなどにより、先行きは不透明な状況が続いております。

　 当社グループを取り巻く環境といたしましては、有効求人倍率の上昇による採用難とともに、改正労働契約法で求

められる有期契約社員の無期転換の開始が平成30年４月に迫っていることなどの影響により、電子部品・半導体分野

と比べ、派遣活用に慎重だった自動車関連分野においても、非正規労働力における派遣活用に向けた動きが本格化し

てまいりました。また、大規模人数需要が拡大するとともに、労働者の権利保護などのコンプライアンス意識の高ま

りを受けて、派遣事業者の選別が進んでおります。

　 このような状況の下、当社グループでは全国規模での採用基盤を背景として、顧客企業の大規模な人材ニーズに対

し、配属時期と人数を確約する「コミット受注」により確実な配属を実現するとともに、大手企業グループに対して

総合的な人材サービスを提案することでさらなる関係強化を図ってまいりました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高60,022百万円（前年同期41,528百万円、44.5％の増収）、営業利

益3,538百万円（前年同期2,497百万円、41.7％の増益）、経常利益3,528百万円（前年同期2,454百万円、43.8％の増

益）、親会社株主に帰属する四半期純利益2,293百万円（前年同期1,561百万円、46.9％の増益）、技術職社員数は

17,999名（前年同期13,079名、4,920名の増加）となりました。

セグメントの業績は次のとおりです。

（マニュファクチャリング事業）

マニュファクチャリング事業においては、国内メーカーにおける大規模人数需要の拡大とコンプライアンス意識の

高まりを受け、全国トップクラスの規模と高い配属実績を持つ当社グループへの受注が続いております。特に、ス

マートフォンや車載機器向けの半導体・電子部品分野を中心に大人数の人材派遣需要が拡大しました。

　 以上の結果、売上高44,716百万円（前年同期29,946百万円、49.3％の増収）、セグメント利益3,007百万円（前年

同期1,881百万円、59.9％の増益）、技術職社員数14,266名（前年同期10,205名、4,061名の増加）となりました。

（ソリューション事業）

　 ソリューション事業においては、総合的な人材サービスの提案などにより大手メーカーとの関係強化を進めたこ

とで売上高が増加しました。また、電池製造分野での請負業務における生産性が向上したことにより売上総利益率

が向上しました。

以上の結果、売上高7,611百万円（前年同期6,033百万円、26.2％の増収）、セグメント利益557百万円（前年同期

482百万円、15.7％の増益）、技術職社員数1,986名（前年同期1,587名、399名の増加）となりました。

　

（エンジニアリング事業）

　 エンジニアリング事業においては、産業界の慢性的なエンジニア人材不足に応えるため、新卒採用に加えて、マ

ニュファクチャリング事業等に所属する製造オペレーターを設計・開発エンジニアへのキャリアチェンジを推進す

るグループ内転職制度「One UT」により技術職社員を拡充させ、売上高は前年同期比で増収となりました。しかし

ながら、事業基盤を強化するためのエンジニア育成体制の構築やのれん償却費などが増加したことによりセグメン

ト利益は減益となりました。

　 以上の結果、売上高7,755百万円（前年同期5,559百万円、39.5％の増収）、セグメント利益33百万円（前年同期

124百万円、72.8％の減益）、技術職社員数1,747名（前年同期1,287名、460名の増加）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

　 (資産)

　 当第３四半期連結会計期間末における流動資産は23,002百万円となり、前連結会計年度末に比べ4,428百万円増

　 加いたしました。これは主に現金及び預金が2,301百万円、受取手形及び売掛金が1,874百万円増加したことによる

　 ものであります。固定資産は4,977百万円となり、前連結会計年度末に比べ412百万円増加いたしました。これは主

にのれんが259百万円、建物及び構築物が66百万円増加したことによるものであります。

　 この結果、資産合計は27,981百万円となり、前連結会計年度末に比べ4,836百万円増加いたしました。

(負債)

当第３四半期連結会計期間末における流動負債は14,298百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,401百万円増

加いたしました。これは主に未払法人税等が119百万円減少したものの、未払費用が2,041百万円、預り金が616百

　 万円増加したことによるものであります。固定負債は5,984百万円となり、前連結会計年度末に比べ471百万円増加

　 いたしました。これは主に長期借入金が535百万円増加したことによるものであります。

この結果、負債合計は20,282百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,873百万円増加いたしました。

(純資産)

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は7,698百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,962百万円増

　 加いたしました。これは主に自己株式の取得額609百万円を計上したものの、親会社株式に帰属する四半期純利益

2,293百万円を計上したことによるものであります。

この結果、自己資本比率は27.5％(前連結会計年度末は24.2％)となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結通期業績予想に関しましては、最近の業績の動向等を踏まえ、平成29年11月９日に公表いたしました業績予想

を修正しております。詳細につきましては、本日公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照く

　 ださい。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,470,066 10,771,160

受取手形及び売掛金 8,846,852 10,720,943

原材料及び貯蔵品 998 1,315

繰延税金資産 560,893 583,674

その他 804,514 980,606

貸倒引当金 △109,259 △55,534

流動資産合計 18,574,065 23,002,166

固定資産

有形固定資産 206,635 308,244

無形固定資産

リース資産 9,537 7,057

ソフトウエア 245,912 250,786

のれん 2,036,321 2,295,491

その他 34,784 92,830

無形固定資産合計 2,326,556 2,646,166

投資その他の資産

投資有価証券 31,793 6,028

長期貸付金 19,759 49,376

長期前払費用 1,457,420 1,381,069

繰延税金資産 206,924 213,351

その他 370,935 428,363

貸倒引当金 △55,558 △55,558

投資その他の資産合計 2,031,275 2,022,632

固定資産合計 4,564,467 4,977,042

繰延資産 6,402 2,118

資産合計 23,144,935 27,981,328
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

負債の部

流動負債

短期借入金 253,236 250,000

1年内返済予定の長期借入金 1,847,560 2,072,623

未払金 1,181,649 758,806

未払費用 3,957,574 5,998,627

リース債務 5,608 4,529

未払法人税等 775,740 656,309

未払消費税等 1,540,953 1,681,423

賞与引当金 799,297 527,632

役員賞与引当金 55,000 397,500

預り金 957,255 1,573,342

その他 522,288 377,365

流動負債合計 11,896,165 14,298,160

固定負債

社債 150,000 50,000

長期借入金 5,209,156 5,745,022

リース債務 6,528 2,761

退職給付に係る負債 59,191 59,955

その他 88,251 126,884

固定負債合計 5,513,127 5,984,623

負債合計 17,409,292 20,282,783

純資産の部

株主資本

資本金 500,000 686,517

資本剰余金 236,159 422,677

利益剰余金 4,938,375 6,634,300

自己株式 △68,906 △45,085

株主資本合計 5,605,627 7,698,410

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,958 134

その他の包括利益累計額合計 1,958 134

新株予約権 128,057 ―

非支配株主持分 ― ―

純資産合計 5,735,642 7,698,544

負債純資産合計 23,144,935 27,981,328
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

売上高 41,528,288 60,022,300

売上原価 33,214,008 48,176,504

売上総利益 8,314,279 11,845,795

販売費及び一般管理費 5,817,046 8,307,445

営業利益 2,497,233 3,538,350

営業外収益

受取利息 869 204

受取配当金 4 0

保険配当金 8 8,761

保険解約返戻金 41,173 187

雇用調整助成金 ― 10,832

助成金調整額 24,223 ―

その他 13,418 29,658

営業外収益合計 79,698 49,644

営業外費用

支払利息 43,185 36,199

支払手数料 15,113 12,212

貸倒引当金繰入額 55,558 ―

その他 8,949 10,596

営業外費用合計 122,806 59,008

経常利益 2,454,125 3,528,987

特別利益

固定資産売却益 ― 0

特別利益合計 ― 0

特別損失

固定資産除却損 327 424

固定資産売却損 0 ―

災害による損失 43,314 ―

特別損失合計 43,642 424

税金等調整前四半期純利益 2,410,482 3,528,562

法人税等 779,335 1,234,759

四半期純利益 1,631,147 2,293,803

非支配株主に帰属する四半期純利益 69,422 ―

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,561,724 2,293,803

決算短信（宝印刷） 2018年02月07日 13時55分 6ページ（Tess 1.50(64) 20171211_01）



ＵＴグループ株式会社(2146) 平成30年３月期 第３四半期決算短信

四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

四半期純利益 1,631,147 2,293,803

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △68 △1,823

その他の包括利益合計 △68 △1,823

四半期包括利益 1,631,079 2,291,979

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,561,656 2,291,979

非支配株主に係る四半期包括利益 69,422 ―
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日）

１．配当に関する事項

該当事項はありません。

２．株主資本の金額の著しい変動

当社は下記日程で、資本効率の向上及び株式需給の改善を通じて当社株式の価値向上ならびに、将来への成長

投資バランスの向上を図るとともに、効率的な資本政策の遂行を可能とするため、平成28年５月12日開催の取締

役会決議に基づく自己株式の取得及び平成28年８月10日開催の取締役会決議に基づく自己株式の消却をそれぞれ

行いました。

　(1) 自己株式の取得

　・取得期間 平成28年５月13日～平成28年６月23日

　・取得株式数 普通株式1,669,900株

　・取得総額 749,973千円

・取得の方法 東京証券取引所の自己株式立会外買付取引(ToSTNeT-3)による買付け及び東京証券取引所JASDAQ

市場における信託方式による市場買付け

(2) 自己株式の消却

・平成28年８月31日付 普通株式1,669,900株

　 この結果、当第３四半期連結累計期間において、利益剰余金749,973千円が減少しております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日）

１．配当に関する事項

該当事項はありません。

２．株主資本の金額の著しい変動

当社は下記日程で、資本効率の向上及び株式需給の改善を通じて当社株式の価値向上、ならびに将来への成長

投資バランスの向上を図るとともに、効率的な資本政策の遂行を可能とするため、平成29年５月11日開催の取締

役会決議に基づく自己株式の取得及び平成29年７月25日開催の取締役会決議に基づく自己株式の消却をそれぞれ

行いました。

　(1) 自己株式の取得

　・取得期間 平成29年５月12日～平成29年６月８日

　・取得株式数 普通株式359,500株

　・取得総額 609,862千円

・取得の方法 東京証券取引所の自己株式立会外買付取引(ToSTNeT-3)による買付け及び東京証券取引所JASDAQ

市場における信託方式による市場買付け

(2) 自己株式の消却

　・平成29年７月31日付 普通株式359,500株

　 この結果、当第３四半期連結累計期間において、利益剰余金609,862千円が減少しております。

また、当第３四半期連結累計期間において、新株予約権の権利行使により資本金が186,517千円、資本準備金

　 が186,517千円増加し、当第３四半期連結会計期間末において資本金が686,517千円、資本剰余金が422,677千

　 円となっております。
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（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　 （税金費用の計算）

　 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　 ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合は、法定実効

税率を使用する方法によっております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２

マニュファク
チャリング

事業

ソリュー
ション事業

エンジニア
リング事業

計

売上高

外部顧客への
売上高

29,926,204 6,033,475 5,559,107 41,518,788 9,500 41,528,288

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

19,800 300 ― 20,100 △20,100 ―

計 29,946,004 6,033,775 5,559,107 41,538,888 △10,600 41,528,288

セグメント利益 1,881,222 482,045 124,465 2,487,733 9,500 2,497,233

(注) １．セグメント利益の調整額は,非連結子会社からの経営指導料であります。

　 ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　 （のれんの金額の重要な変動）

「エンジニアリング事業」セグメントにおいて、平成28年５月16日に株式会社アテックスの株式を取得し、連

結の範囲に含めたことに伴い、当第３四半期連結累計期間において、のれんが235,274千円増加しておりま

す。

　

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２

マニュファク
チャリング

事業

ソリュー
ション事業

エンジニア
リング事業

計

売上高

外部顧客への
売上高

44,655,729 7,610,740 7,755,830 60,022,300 ― 60,022,300

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

61,140 900 ― 62,040 △62,040 ―

計 44,716,869 7,611,640 7,755,830 60,084,340 △62,040 60,022,300

セグメント利益 3,007,303 557,803 33,844 3,598,950 △60,600 3,538,350

(注) １．セグメント利益の調整額には,セグメント間取引消去及び各報告セグメントに配分していない全社費用が含

まれております。

　 ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　 （のれんの金額の重要な変動）

「エンジニアリング事業」セグメントにおいて、平成29年４月28日に株式会社Lei Hau'oliの株式を取得し、

連結の範囲に含めたことに伴い、当第３四半期連結累計期間において、のれんが555,521千円増加しておりま

す。
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　３．報告セグメントの変更等に関する事項

　 当社グループは、これまで以上に迅速かつ的確な意思決定を行うため、収益管理区分の変更を行いました。こ

　 れに伴い、第１四半期連結会計期間より、従来「製造派遣」「エンジニア派遣」としていた報告セグメントの

　 区分を、「マニュファクチャリング事業」「ソリューション事業」「エンジニアリング事業」に変更しておりま

　 す。また、報告セグメントごとの業績をより適切に反映させるため、ＵＴグループ株式会社の本社経費の配分基

　 準を見直し、報告セグメントの利益又は損失の算定方法の変更を行っております。

　 なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報については変更後の区分方法及び配分基準に基づき作成し

　 たものを記載しております。
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